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１　出土状況

　2011年度に実施した藤原宮朝堂院朝庭の発掘調査（飛

鳥藤原第169次）において、運河SD1901Aの底部にある
青灰色砂礫からタカ科の手根中手骨が出土した（『紀要 

2012』）。SD1901Aは宮造営時の資材運搬に用いた運河と
考えられており、これまでの調査で総長は570mに達す
る。運河底部には拳大の礫を含む青灰色砂礫が堆積し、
土器や木器とともに、多量の動物遺存体が投棄された状
態で出土した。タカ科の骨は、全身の骨格ではなく、手
根中手骨のみが単独で出土していた。帰属時期は、藤原
宮造営期である。

２　計測値の検討

　手根中手骨の形態的特徴からは、タカ科以下の分類群
に同定することは困難であった。そこで、現生タカ科鳥
類の手根中手骨を計測して、より低次分類群への同定の
可能性を検討する。
　現生タカ科鳥類の標本は、奈良文化財研究所、国立科

学博物館、山階鳥類研究所、森林総合研究所の各機関
所蔵標本と、江田真毅氏（北海道大学総合博物館）、松岡廣
繁氏（京都大学大学院理学研究科）の所有標本、計８属12
種132個体の手根中手骨を利用した。計測部位はDriech

（1976） １）に従い、出土資料で計測可能であった手根中
手骨の最大長（GL）と近位端最大幅（Bp）について、デ
ジタルノギスを用いて0.01㎜の単位まで計測をおこなっ
た。原則的に左側の部位を計測し、不可能な場合のみ右
側の部位を計測した。
　現生タカ科鳥類の計測値を比較すると、オオワシ、オ
ジロワシ、イヌワシの３種が、その他の種と重複せずに
大きく離れて分布した。遺跡出土資料の計測値はその３
種の範囲内に位置したことから、体サイズやプロポー
ションに時代差がなければ、オオワシ、オジロワシ、イ
ヌワシの３種の可能性が高いと考えられる（図95）。日
本鳥類目録 ２）に記載されたタカ科のうち、稀に渡来す
る９種を除くと、比較に用いた現生標本にはカンムリワ
シ、チュウヒ、ハイイロチュウヒ、アカハラダイの４種
が含まれていない。しかし、手根中手骨のサイズは翼開
張とほぼ相関していることから、遺跡出土資料に計測し
ていない４種が含まれた可能性は低い。
　計測値の検討から出土資料はオオワシ、オジロワシ、
イヌワシの可能性が高いと考えられた。これらの種は比

古代における鷲羽の利用

図₉₅　出土資料と現生タカ科標本の比較
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較的大型のタカ科鳥類で、いわゆるワシ類である。現在
の分布をみると、近畿周辺にはイヌワシが周年生息して
おり、オジロワシは冬季に、オオワシも不定期に飛来し
ている ３）。

３　骨に残る痕跡

　出土資料には解体痕跡が認められた。手根中手骨は、
第三中手骨と第四中手骨が半弓状に癒合したもので、翼
を構成する骨格部位の１つである。解体痕跡は、第三中
手骨遠位部（遠位端から約14.5㎜）の背側面に位置し、線
状の傷痕として認められた。傷痕は長さ3.5㎜、幅1.0㎜、
断面はV字状を呈している（図96）。
　解体痕跡は関節部に見られないため、関節を外した際
に残された痕跡とは考えにくい。また、手根中手骨は翼
の先に位置する骨格部位であり、筋肉はほとんど付着
しておらず、羽根（初列風切）が付着している。つまり、
出土した手根中手骨に残る解体痕跡は、羽根を切り離し
た際に残された痕跡と考えられる。

４　古代における鷲羽の利用

　現生標本の計測値との比較から、出土した手根中手骨
はオオワシ、オジロワシ、イヌワシというワシ類の骨の
可能性が高いことを指摘した。そして、全身の骨格では
なく、手根中手骨が単独で出土し、骨には羽根を切り離
した痕跡が認められた。以上の点から、出土資料は、鷲
羽を得た後の残滓と考えられる。
　鷲や鷹の羽は、矢羽として利用されていた。東大寺へ
の献納品目録である『国家珍宝帳』には、鷹の羽根を素
材とした矢羽が記載されている ４）。10～11世紀以降にな
ると、北方交易品として鷲羽の記録が増大し、珍重され
たことが知られている ５）。他にも、古代ではタカやワシ
を捕獲して飼養する鷹狩がおこなわれており、鷹狩に用
いた死亡個体から羽根を採取することもあったかもしれ
ない。
　動物遺体は、骨などの硬組織しか残らないため、鳥類
の羽根が遺跡から出土することがほとんどない。出土し
たタカ科の手根中手骨は、古代における鷲羽利用の実態
をうかがえる資料といえよう。� （山崎　健）
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図₉₆　出土資料に認められた解体痕跡


